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「悪性体腔液の細胞診断の strategy

~細胞形態からどこまで原発巣に迫れるか?~J 

神戸大学大学院医学研究科地域連携病理学特命教授河原 邦光先生

(ご講演時のご所属:大阪はびきの医療センター 医務局長)

悪性体腔液の細胞診には、他の領域の細胞診と

は異なった 5つの点がある。第 lは体腔液が貯留

していること自体が異常な状態で、対比すべき正

常状態がない点である10 第2は病理組織学的な裏

づけがとれない場合が多く、診断の妥当性の検証

が難しい点であるl。第 3は体腔液中に悪性細胞が

みられた場合には、そのほとんどが転移性腫蕩(が

ん性紫膜症)であり、細胞診の目的の一つである

癌の早期発見に寄与することが出来ない点であ

る1。第 4は、体腔液中の悪性細胞は、原発巣と必

ずしも同様ではなく、その細胞形態から原発巣を

推定することが困難な場合が多い点である10 第5

は、近年、本邦において、第二次世界大戦後に、

大量に輸入され消費された石綿による健康被害と

して、中皮腫患者が急激な増加を示しているが、

その確定診断において、かつては病理組織による

診断が必須で、あったが、今日では、免疫細胞化学・

組織化学(免疫染色)や丑uorescencein situ 

hybridization (FISH)の併用によって、採取検体

が体腔液単独で病理組織が採取されていない場合

にも、中皮腫の確定診断が可能な時代になった点

である2，3，40

これらの診断に際しての厳しい状況があるにも

関わらず、他領域と同様に、原発巣や組織型の確

定を含む正確な細胞診断が、治療選択や予後判定

のために求められるため、体腔液細胞診は、携わ

るものにとって負担の多い業務となっているよう

である。

体腔液中の悪性細胞は、先述したように大部分
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が転移性腫蕩であるため、その原発巣の確定は必

要である (Fig.1)。演者は、悪性体腔液の細胞診

に際して、転移性腫蕩が疑われた場合には、 A.臨

床事項、 B.組織型、c.背景、 D.細胞出現様式、

E細胞形態の 5段階で5，6，7，8，9，10，11(Fig. 2)、原発巣の

推定を、特殊染色や免疫組織化学を実施する前に

行っている。今回の講演では、これらの転移性腫

療の原発巣の推定の 5段階を中心に、鑑別となる

反応性中皮、中皮腫、腫蕩性血液細胞抗7飢 10.11につ

いても概説し、細胞形態から見た悪性体腔液の細

胞診断のstrategyについてお話しした。
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体腔液中の異型細胞の評価のアルゴリズム
文献61こ加筆

Fig.l体腔液中の異型細胞の評価のアルゴリズム
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第 1段階で中皮か非中皮由来かを鑑別する。 中皮由来の場合は、反応性か中皮腫かを鑑別する。非中皮

細胞の場合は、血液細胞由来か否かを判定する。非血液細胞由来の腫蕩細胞の場合は Fig.2にて原発巣

を推定する。
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Fig.2悪性体腔液中の転移性腫蕩の原発巣推定の5段階

悪性体腔液中の転移性腫蕩細胞を、臨床事項、組織型、背景、細胞出現様式、細胞形態から総合的に考

えて、原発巣を推定する。
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